
妊娠中の歯の健康
～赤ちゃんのために今できること～



2

赤ちゃんの歯はお母さんのおなかの中にいるときから
つくられています
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妊娠中のお口の変化

妊娠中に増加する女性ホルモンの影響や、食べ
る回数の増加、歯みがきが十分に行えないこと
により、むし歯や歯周病にかかりやすくなります。

こんな症状ありませんか？

歯肉が腫れる

歯肉から出血する

歯が急に痛む など
妊娠性歯肉炎



お口の健康と赤ちゃんへの影響

むし歯 歯周病
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出生後、周りの
大人のミュータン
ス菌（むし歯菌）
が赤ちゃんにう
つります

早産や
低体重児出産の
リスクが
高くなります



• 小さめの歯ブラシで1本ずつ • 歯と歯の間は歯間ブラシや糸
ようじを使いましょう
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 こまめにブクブクうがいを
少しくらい出血しても気に
せずに

歯周病は、早産や低体重児出産の原因の1つともいわれています。

妊娠中の歯みがきは特に念入りに！！
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正しいブラッシングをしよう
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歯と歯肉との境目にブラシの毛先を当てる

歯と歯ぐきとの境目に
歯ブラシの毛先を当て、
毛先が歯の側面に対し
て45°くらいの角度に
なるようにしましょう。

セルフケアのポイント １
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歯ブラシは小刻みに横に動かす

• 歯ブラシの柄の端の方を
持ち、手首だけを使って小刻みに
横に振動させるようにして動かしま
しょう。

• １本の歯を中心にして磨きましょう。

• １カ所で20回くらい動かしましょう。

• １本が磨けたら次の歯に移動するよう
にしながら、１本１本ていねいに磨き
ましょう。

セルフケアのポイント ２
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軽い力で磨く

• 歯周病にかかっている歯
肉は傷つきやすいので、
軽い力で磨きましょう。

（強い力で横に大きく動かし

て磨くと、歯肉を傷つけ

てしまいます。）

• 痛くなく気持ちがいい程度
の力で磨きましょう。ブラッシングによる歯肉の傷

セルフケアのポイント ３



歯垢が付きやすいところ・ 磨きにくいところ
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歯ブラシにプラスして、さらに汚れを取り除きましょう！
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細菌繁殖の抑制に効果的です。



歯周病の予防・治療は患者さんと専門家との二人三脚です。
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参考：歯科健康講座ガイドブック（山口県・（社）山口県歯科医師会）


